
自分が気づかないうちに成長し、幸せになっていくということです。
我々もロータリークラブという団体、そして熊本東南ロータリー
クラブをいう現在４２名の集まりの一員です。互いに同じ志を
持って集まっている者同士、奉仕にしても互いの仕事にしてもメ
ンバーから得ることも沢山あります。これからも親睦も深め、お
互いに高め合いながら幸せになりましょう。

■幹事報告（幹事　 緒方公一 )

■来信案内
１）
膳所和彦 ガバナー、井上邦弘 青少年奉
仕部門長、後藤真吾 RYLA 委員長より、
2023-2024 年度 RYLA（青少年指導者育成プログラム）セミナー開催案内。
　　日　時　2024 年 4 月 27 日（土）～ 29 日（月・祝）2 泊 3 日
　　場　所　久住スポーツ研修センター（大分県竹田市久住町栢木607）
　　参加者　20 歳から 30 歳程度の青少年（先着 30 人）
　　登録費　受講生 10,000 円（宿泊・食事・研修費含む）
　　　　　　ロータリアン 20,000 円 ※当日集金
２）
特定非営利活動法人 チャイルド・ファンド・ジャパンよりチャイル
ド（３名）の成長記録の送付。（回覧いたします。）

３）
慈愛園子どもホームより、会報「きっず」の送付。（熊本東南 RC のテー
ブルマナー講座が載っています。回覧いたします。）

４）
特定非営利活動法人 スペシャルオリンピックス日本・熊本より、
会報「らぽーる」の送付。

■クラブより
１）
各テーブルに地区大会はじめ各種出欠回答用の名簿が置いてありま
す。未回答の方ご協力お願い致します。

■今後の地区行事

2024
3 月 2 日（土）～

3 日（日）

会長エレクト研修セミナー 熊本県熊本市
熊本城ホール、
ホテル日航熊本

山田公也、前田日出夫、古田哲朗

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング「手に手つないで」
（ソングリーダー　古田哲朗 )

■会長の時間（会長　中島祐爾 )

ノミの話

皆さんもノミは当然ご存じですよね。
犬や猫の毛の中に引っ付いて生きている小さな虫です。全長１ミ
リほどの体にもかかわらず、２０センチ以上のジャンプをします。
これを人間の大きさで置き換えると、身長１メートル７０センチ
の人であれば、３４０メートルジャンプするのと同じ計算になり
ます。

このように驚異的な跳躍力を持つノミですが、コップの中に入れ
て蓋をして閉じ込めた場合、興味深い現象が起こります。
コップの中でノミは何度もジャンプをします。するとそのたびに
ノミは蓋にぶつかってしまいます。

本来であればコップの高さの何倍も高く飛べるわけですから当然
です。その状態をしばらく続けた後、コップの蓋を外してみると、
そのノミはコップの高さまでしか跳べなくなっているのです。
何度も蓋にぶつかり高く跳べなくなったノミは、自分の力がこれ
ぐらいなのだと思い込んでしまい、自分で自分の限界を誤って
作ってしまった結果なのです。言い換えれば、成長を自ら止めて
しまったことになります。

こんな風に自分を見失い、跳べなくなってしまったノミですが、
元のジャンプ力を取り戻させる方法があります。それはコップか
ら出して他のノミと一緒にすることです。
他のノミが高くジャンプするのを見て、跳べなくなったノミも次
第に元通りの力を取り戻し始め、本来の能力通りに背丈の何百倍
も跳べるようになります。
不思議なようですが、実際の話です。

人間にもこれとまったく同じことが言えて、幸せになっている人
たちの集まりの中にいると、それだけで考え方や習慣が変化して、

●会長　中島　祐爾
●幹事　緒方　公一

－ １ －
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2024

3 月 2 日（土）

中津 RC 創立 70 周年記
念式典・祝賀会

大分県中津市 ヴィラルーチェ

案内中

4 月 7 日（日）
地区研修・協議会 熊本県熊本市 熊本城ホール

案内中

5 月 17 日（金）
～

18 日（土）

地区大会 大分県日田市
パトリア日田・日
田温泉小京都の宿

みくまホテル

案内中

■ロータリー情報の時間
（ロータリー情報担当委員　白木誠一 )

2 月のテーマは「平和と紛争予防月間 」

今回は姉妹クラブである台湾の板橋 RC
との姉妹クラブ締結のきっかけ。

佐野 茂会長、田代長弘会員、有馬慎二会員、
1988 年の春頃に台湾に 3 人で旅行に行き、あるホテルの朝食会場
で隣のテーブルの人と知り合いになり、その人が板橋 RC の設立準
備をしていた事で、熊本東南ロータリーも協力することで姉妹クラ
ブのきっかけになったそうです。
そして 88 年の 11 月 7 日に 11 名で板橋 RC に予備調査として訪問
されまして、1989 年 3 月 3 日から 3 月 6 日にかけて板橋南区 RC
創立 1 周年式典に 12 名で参加されたそうです。

会報雑誌委員会と会計について

入会してからは親睦委員会に入りましたが、一番大変だったのは会
報雑誌委員会でしたね。
現在でも会計と週報の発行は手間がかかると思います。担当の方に
は感謝申し上げます。

あるとき外部卓話で郷土歴史家の先生を読んで話をお聞きしました
が、週報に書く原稿がないとの事でしたので、あとで録音テープを
聞いて書き起こしたことがありました。
そして週報に載せるなら、書いた原稿を一応見せてくれと言われま
した。
テープを聞いてみて感じたことは歴史の話なので、時代がいくつも
前後して、書き起こすときは箇条書きの部分がいくつもあったかと
記憶しています。
先生に原稿をチェックしてもらうために連絡をしたら、お昼の時間
にキャッスルのパルコに指定され、さっそくステーキとビールでした。
結果文章は、てにおは が良くないね、で終わり食事代は私が払うこ
とになりました。

■出席報告
（出席・プログラム担当　西田智史 )

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

02 月 07 日
42

（免 3）
39

28 5 33 84.62

02 月 21 日
42

（免 3）
39

28
Zoom1

71.79

☆出席免除　　　　　　　
02 月 07 日　
住江正治　島村徹男　永野昭一
02 月 21 日　　　　　
住江正治　島村徹男　永野昭一

☆欠席者
02 月 07 日（7 名）
川崎直樹、松尾　浩、小野川善久、堤　勝也、武末直大、
山本浩之、山坂哲生

■スマイル報告
（親睦・スマイル担当委員　小竹　誠 )

◎潮谷愛一　10,000 円
児童福祉で石井十次賞
が内定し、副賞 100 万円が出ます。手動井戸ポン
プを作る予定です。夫婦で受賞です。

◎内田信行　10,000 円
めでたい結婚記念日の花ありがとうございました。
今回東南 RC と一緒で 40 回目の記念日でした。よ
く続いたもんです。
訃報。先週の木曜日、宇佐 RC の藤本博和さんが、

東南 RC の 40 周年に参加との事でしたが、自宅の火災でお亡くなり
になりました。昨日、中島会長と宇佐まで葬儀に行ってきました。
宇佐のメンバー方、すっかり肩を落とされていました。ご冥福をお
祈りします。

◎出先教明　5,000 円
先日、熊本城マラソンに初めて出場しました。第
二関門で通過時間オーバーで終わりましたが楽し
かったです。来年は完走めざして頑張ります。

◎杉本整哉　5,000 円
妻の誕生祝いありがとうございました。10 周年を
迎えました。今後も内田家のように、いつまでも
仲良く年を重ねていきたいと思います。

◎宮川義行　5,000 円
今朝は、大雨で団体道路のヤマダ電機前が冠水し
ていました。その他にもかなり道路状況が悪い所
があったようです。午後はおさまりそうなので、
荒尾シオン園への自転車目録贈呈に支障がなさそ

うでホッとしています。施設への目録贈呈、皆さんご苦労様です。

■卓話
（会長　中島祐爾 )
（実行委員長　内田信行 )
（小畑成司 会員 )

クラブフォーラム③「40 周年について」

－ ２ －



４０周年記念式典

日　時　２０２４年４月１3 日（土）　１８時受付　　18：30 開始
場　所　シーガイア　コンベンションホール 4 階『天瑞』
参加クラブ　和歌山東南 RC　台湾板橋南区 RC　友好クラブ宇佐 RC
予定人数　　１４０名～１５０名

プログラム
司会進行 SAA　片岡貞氏

点　鐘　　　　　　会　　長　　　　　中島祐爾

国歌斉唱　　　　　ソングリーダー　　古田哲朗

中華民国国歌斉唱　ソングリーダー　　古田哲朗

ロータリーソング　ソングリーダー　　古田哲朗

開会挨拶　　　　　会長エレクト　　　前田日出夫

参加クラブ紹介　　会　　長　　　　　中島祐爾

物故会員への黙祷（2019 年 5 月以降）    司会　片岡貞氏

会長挨拶　　　　　会　　長　　　　　中島祐爾

実行委員長挨拶・記念事業報告　４０周年実行委員長　　内田信行
　　・施設の高校生通学用自転車寄贈支援
　　・NPO 法人スペシャルオリンピックス日本・熊本
　　・公益財団法人　熊本県ロータリー奨学会

目録進呈　　　　　会　　長　　　　　中島祐爾
スペシャルオリンピックス日本・熊本
公益財団法人　熊本県ロータリー奨学会

表　彰　　　　　　会　　長　　　　　中島祐爾
チャーターメンバー　　　　　　　　　鈴木義親　　沼田敏雄

記念品交換（クラブ間だけの記念品交換）　　　　　各クラブ会長

各クラブ会長挨拶　台湾板橋南区 RC 会長　　　崔　朝陽
　　　　　　　　　和歌山東南 RC 会長　　　　塩崎和仁
　　　　　　　　　宇佐 RC 会長　　　　

閉会挨拶　　　　　副会長　　　　　　村瀬直久

点　鐘　　　　　　会　　長　　　　　中島祐爾

役割振分け　　1，台湾お迎え　福岡空港　　中島　計５名
　　　　　　　2，和歌山お迎え　宮崎空港　鹿児島空港　内田　計
　　　　　　　3，宇佐お迎え　（自家用車）　ホテルで合流
　　　　　　　4，観光組担当 3 名　　　　　小畑・松田・片岡
　　　　　　　5，ゴルフ担当 3 名　組合せ・商品購入・表彰式　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邊・出先・杉本
　　　　　　　6，記録係　　　　　　　　　  松岡・松尾（ゴルフ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田・片岡（観光）

　　　　　　　　　　
記念事業・式典・アトラクションその他経費

　　　　　　　1，スペシャルオリンピックス日本・熊本　　３０万
　　　　　　　2，熊本県奨学金寄付　　　　　　　　　　　３０万
　　　　　　　3，記念事業費（テント寄付）　　　　　　　５０万
　　　　　　　4，熊高前慈愛園看板　　　　　　　　　　　２０万
　　　　　　　5，記念誌　　　　　　　　　　　　　　　　２０万
　　　　　　　6，アトラクション天草サーカス団　　　　１００万
　　　　　　　7，東南ロータリーバンド　　　　　　　　　２０万
　　　　　　　8，ゴルフコンペ商品・昼食代　　　　　　　８０万   
                                                                                                              （二日間）
　　　　　　　9，お土産　　　　　　　　　　　　　　　　３０万
　　　　　　 10，名札　　　　　　　　　　　　　　　　　１０万
                                                                                                      （参加者全員）
　　　　　　 11，通訳　３名　３日間　 　　　　　　　　 ３０万
　　　　　　 12，予備費　　　　　　　　　　　　　　　　３０万
　　　　　　 　　合　　計　　　　　　　　　　　　　　４５０万
　　　　　 　　　

■点鐘
編集　西田智史

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

日本と海外の DEI への理解

投稿日 : 2 月 12, 2024 投稿者 : Rotary Japan
寄稿者：宮里 唯子（茨木西ロータリークラブ会員、第 2660 地区直

前ガバナー、RI ＆ TRF 合同 DEI 諮問委員会委員）

私は現在、国際ロータリーとロータリー財団の合同委員会の一つ、
DEI諮問委員会の委員を務めています。元 RI 副会長であるバレ
リー・ウェイファー委員長のもと、10 名（9 カ国）で構成されています。

現在の DEI 諮問委員会のミッションは４つありますが、一言で言え
ば、開かれた組織へと進化するための戦略を、調査や根拠に基づい
て RI 理事会に提案することです。委員の中からは、DEI とは単なる
組織改革の手段ではなく、人権にかかわる重要な課題であるとの発
言もあり、各国の委員をつなぐ毎月 1 回のオンライン会議は私にとっ
て貴重な学びの機会になっています。

この諮問委員会の前身である DEI タスクフォースは、最初の DEI 調
査を実施した 2021 年以来、会員の意識に変化が見られるかどうか
を確認するため、2023 年に全世界のロータリー会員を対象に再びア
ンケート調査を実施しました。アンケートは世界50万人（21カ国語）

－ ３ －



イノベーションが求められています。多様な価値観、情熱をもった
女性や若い方々の入会を促進しなければなりません。

特に地区のリーダーシップやガバナンスにおいて女性や若い方々、
そのほか多様な価値観をもつ会員を積極的にリーダー職に指名して
いくことが重要だと考えています。また、従来の伝統的な会員にとっ
ては問題にさえならなかった障壁が女性や若い人といった少数派会
員には存在することを認識し、これをとり除くためにクラブや地区
が包括的に取り組んでいく必要もあります。

多様な会員を迎え入れていきましょう、というお話をすると、「ロー
タリーは量じゃない、質だ」と反対する方がいらっしゃいます。し
かし、ジェニファー・ジョーンズ 2022-23 年度 RI 会長は日本のロー
タリー研究会で次のようにおっしゃいました：

「Rotary is Quantity of Quality!」

「ロータリーは、素晴らしい人たち（質）が大勢集まる（量）団体」。
この言葉を胸に、DEI の大切さと意義を改めて考え、実践していき
ましょう。

【寄稿者プロフィール】
宮里唯子（みやさと ゆいこ）
特定化学物質などを扱う労働環境の科学的分析
と改善提案、工業系および医療系クリーンルー
ムの日常的衛生管理などを主力とする株式会社
日本保健衛生協会の代表取締役社長。茨木西ロー
タリークラブ（第 2660 地区）会員として、約

20 年にわたり地区でリーダーシップを発揮し、国際奉仕委員長、財
団委員長、地区代表幹事などを歴任後、地区初の女性ガバナーとなる。
地区のビジョンとして DEI の実現をうたい、現在は RI/TRF 合同 DEI
諮問委員会の委員を務める。会員が自分らしさを探求することをた
めらう必要がなく、歓迎されていると感じられるようなロータリー
を思い描き、DEI はロータリー全体にとって必要不可欠である一方、
地域のニーズに合わせて協力することで新たな高みを目指すことが
できると信じている。

ロータリーボイスより

ロータリーDEI諮問委員会
多様性はロータリーの中核的価値観の一つであり、私たちの大きな
強みの一つです。 ロータリーは多くの文化、世代、人びとの経験を
反映した団体であり、自分の経験を生かして変化をもたらす機会を
多くのリーダーに提供できることを誇りとしています。

国際ロータリー理事会は 2020 年の会合において、DEI（多様性、公
平さ、インクルージョン）の原則を尊重して実践することへのコミッ
トメントとして、DEI 諮問委員会を任命しました。DEI 諮問委員会は、
ロータリーがよりインクルーシブな文化を育むために何ができるか
について、シニアリーダーに推奨と助言を提供します。

この委員会を結成するため、世界中のロータリー参加者が持つ専門
知識に目を向けました。委員会の責務は、ロータリーにとって達成
可能で測定可能、かつ有意義な成果をもたらすことを目指す、長期
的で包括的な計画を策定、実施することです。重要な決定が行われ、
計画が進むとともに、引き続き rotary.org/DEI に情報が掲載されます。

－ ４ －

に配信され、回答率は約 11％、5 万人余りから回答を得ました。

現時点では調査結果について分析中であり、RI 理事会や DEI 諮問委
員会で協議を重ねているところです。総体的には、国際ロータリー
が DEI を重視しているという事実への認識は高まっているものの、
DEI に関する理解や推進への積極性については、地域差こそあるも
のの、一概に進んでいるとは言えないようです。

日本が抱える DEI の課題
調査結果は地域ごとに質問や回答別に詳細に分析されていますが、
特に注目すべきは日本のロータリーでした。
多くの方がご存知のように、「ダボス会議」を主催する非営利の世界
経済フォーラムは、毎年ジェンダーギャップ指数を発表しています。
2023 年の発表において、日本は全 146 カ国中 125 位、先進国では
最下位となっています。

インクルーシブで持続可能な経済成長を確保するにはジェンダー平
等が極めて重要であることは、私たちもよく理解しているところで
すが、今回の日本のロータリー会員による回答を見ても、日本の DEI
に対する意識は他地域に比べて低く、記述欄に書き込まれた意見は
DEI に対する賛同もあった一方、消極的な意見も多かったようです。
例えば、女性が会員やガバナーになることへの反対、会員の多様化
に対する懸念、国際ロータリーやリーダーからの提案に対する抵抗、
日本のロータリーは「伝統的価値観を重視」という考え方などです。
つまり、日本のロータリー会員の間では総体的に DEI は必要がない
という雰囲気と言えます。
少々残念な結果ではありますが、私自身は日本人が DEI を強く拒絶
しているわけではなく、無意識に DEI の重要性に気づいていないよ
うに思います。

一つ事例を挙げると、某大手ファーストフードの日本法人が SNS で
アップした約 20 秒のアニメ動画があります。この動画は「特別じゃ
ない、幸せな時間」というタイトルで、若い家族（父・母・幼い子ども）
がファーストフードを楽しそうに食べているという単純なアニメー
ションです。しかし、閲覧数は 1 億回を超え、特に海外から多くの
反応がありました。海外からの書き込みは、「家族＝幸せという勝手
な価値観を押し付けているのか」、「黒人が出ていないのはおかしい」、

「LGBTQ+ に対する配慮が欠けている」といったネガティブな意見が
ある一方、「私の国ではこの広告は歓迎されないが羨ましい」、「男は
ただこれを求めている、とても美しい」という意見もありました。

日本ではおそらくほとんど議論にさえならない動画だと思うのです
が、海外からこれだけ反応があったということは、海外の人たちの
意識がそれだけ高いということでしょう。

日々、ロータリーの活動に携わっている中で、日本のロータリアン
から DEI を否定する発言や、女性の私が地区やクラブでリーダーを
務めることに批判的な意見はほとんど聞いたことがありません。し
かし、この度のアンケート調査の結果を見ると、本音はどうなんだ
ろうといささか疑問を感じざるを得ません。上述の単純な動画が海
外で「バズった」ことを考えると、私たち日本人ももう少し意識を
高め、DEI の理解や推進に積極的である必要があるのかもしれません。

ロータリーにおける DEI
日本では会員の減少傾向が続いています。会員増強は現状のままで
は困難だと思われ、ロータリーといえども企業同様、組織の変革や


